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５．地域別構想区域 モデル整備構想（案） 

 
⼤仁地域では、新サービス業拠点の形成を図るため、国道 136 号及び国道 136 号バイパス⼤

仁中央 IC と⼤仁南 IC 周辺の整備構想を以下のように設定しました。 
 

（１）中島地区周辺の整備の促進 

 “ひかり（ＨＩＫＡＲＩ）”とは、第２次伊⾖の国市総合計画において市の将来像として掲
げる“ほんわり湯の国、美し国、歴史⽂化薫る国、未来を拓く伊⾖の国”を構築していくにあた
って、⼀躍を担うものとして、『いつでも、思いやりのなか健康で知性的な働きをする、道路
や鉄道等の利便性に恵まれ⼈々が交流する拠点』として光り輝き発展していくまちづくりを
めざすものです。 

 
『やさしさに満ちた便利で快適な暮らしを支える地方拠点 

“ひかり タウン 伊豆の国 ”の創造』 

Ｈ・・・Ｈｅａｌｔｈ：健康 
Ｉ・・・Ｉｎｔｅｌｌｉｇｅｎｃｅ：知性的な働き 
Ｋ・・・Ｋｉｎｄ：親切、やさしい、思いやり 
Ａ・・・Ａｌｗａｙｓ：いつも、⽇常 
Ｒ・・・Ｒｏａｄ：道路 
Ｉ・・・Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ：⽴体交差、交流 

 
地区が⽬指す将来像である『やさしさに満ちた便利で快適な暮らしを⽀える地⽅拠点“ひか

り タウン 伊⾖の国”の創造』を具体化していくため、地⽅拠点としてふさわしい都市機能
の導⼊・育成、地⽅拠点を⽀える交流インフラの整備・充実、安全で快適な暮らしを営むこ
とができる⽣活環境の改善・向上、地区の特性を活かした都市環境・都市空間の創出を図り
ます。 

 
①まちづくりの基本構想 

【 基本的考え方 】 

・国道１３６号の沿道商業機能をはじめ、交通結節点として機能する国道 136 号バイ
パスの２つのインターチェンジ周辺が持つポテンシャルと新たなシンボル施設を拠
点形成としたネットワーク化、並びに⼟地利⽤ゾーニングを基本とする 

・これまで培ってきた特⾊ある⼟地利⽤や都市環境の特性、基盤整備のストックを尊重 
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②整備方向 

ア 「拠点」の構成とその整備方向 

【 方針 】 

・地域の暮らしや地⽅の都市活動を⽀える拠点形成 
【 整備方向 】 

・拠点には、既存⼤型⼩売店舗周辺を設定 
・徒歩圏のみならず周辺地域からの住⺠や本市への来訪者等に対する⽇常的な買い物、

娯楽、リフレッシュ等の商業サービス業務機能や時代の変⾰に対応する企業、健康
や福祉及び医療等のウエルネス産業や⽣活⽀援サービス機能の集積 

・伊⾖半島の中⼼地における質の⾼い景観、環境を有する拠点整備 
【 整備イメージ 】 

 

  

商業核   

 
イ 「軸」の構成とその整備方向 

【 方針 】 

・地域の発展、成熟化を⽀える公共交通軸 
・地域の外郭を形成する⾻格的な都市交流軸 
・主要な地域活動を⽀える地域交流軸 
・⾝近な市⺠⽣活を⽀える地区交流軸 
・豊かな⾃然にふれあえる⽔と緑のネットワーク軸 

【 整備方向 】 

公共交通軸 
・伊豆箱根鉄道駿豆線を設定 

・地域と三島市街地並びに広域圏とを結ぶ利便性の高い公共交通軸 

都市交流軸 
・国道１３６号バイパスを設定 

・都市レベルの骨格を形成し、広域的な交通を円滑に処理する道路交通軸 

地域交流軸 

・国道１３６号、市道大１０５号線を設定 

・通過交通と地域内の生活流動を処理する交通軸 

・地域の骨格を形成する軸として利便性の高い施設を有した軸 

地区交流軸 

・地区内の主要な区画道路を設定 

・上位道路への円滑なアクセスや日常的な生活流動を処理する道路交通軸 

・安全、快適な徒歩による移動を支える景観、環境を有した軸 

水と緑のネッ

トワーク軸 

・狩野川の「伊豆の国市かわまちづくり計画」と「道の駅伊豆のへそ」

が連携した水と緑のネットワーク軸 

 
  



地域別構想編：Ⅲ 大仁地域 

 

160 
 

 
ウ 土地利用の基本ゾーニング 

【 方針 】 

・交通環境を活かした沿道商業ゾーン 
・拠点を中⼼とした商業核ゾーン 
・拠点周辺で企業誘致等を図るウエルネス産業ゾーン 
・便利で緑豊かな住宅ゾーン 
・居住環境と操業環境が調和した住⼯共存ゾーン 

【 整備方向 】 

沿道商業ゾーン 

・伊豆半島の大動脈を形成している国道１３６号沿道部は、交通環境を
活かした沿道型の商業が集積するゾーン 

・自動車利用者を対象としたファミリーレストラン、コンビニエンスス
トア、自動車ディーラー、ガソリンスタンドなどの沿道施設が立地し
やすい環境形成 

・「伊豆の国市かわまちづくり計画」に基づき、2023 年の供用開始を目
標に、神島地区及び吉田地区の狩野川敷地に芝生広場や多目的広場等
の機能を有し来訪者が集い、憩うことのできる親水空間を創出 

・「道の駅伊豆のへそ」は、伊豆の国市名産のいちごスイーツや静岡・
伊豆の特産野菜の販売、世界的自転車メーカーの展示・試乗が楽しめ
る複合施設であることから、民間事業者にも参画を促し、アウトドア
体験や飲食等ができる魅力ある水辺空間を創出し、観光・産業振興を
創出 

商業核ゾーン 
・既存大型小売店舗周辺は、既存店舗と併せて娯楽や物品販売等を集約

する商業核ゾーン 

ウエルネス 
産業ゾーン 

・既存大型小売店舗北側は、健康や福祉・医療等のウエルネス産業や生
活支援サービス機能が集積するゾーン 

住宅ゾーン 

・中島既存集落地は、既存のコミュニティを継承し、屋敷林や生垣等の
保全を図りながら、緑豊かな住環境を形成する住宅ゾーン 

・その他住宅地も、緑化を推進し、周辺の景色、景観との調和に配慮し
た住宅ゾーン 

住工共存ゾーン 
・地区中央既存工業地周辺地区及び地区南部は、住宅地の居住環境と工

業地の操業環境がお互いに影響しあうことなく調和する住工共存ゾ
ーン 

【 整備イメージ 】 

 

   
沿道商業ゾーン 商業核ゾーン 住宅ゾーン 
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 ③かわまちづくりモデル構想 

◆ 「伊⾖の国市かわまちづくり計画」に基づき、2023 年の供⽤開始を⽬標に、神島地
区及び吉⽥地区の狩野川敷地に芝⽣広場や多⽬的広場等の機能を有し来訪者が集い、
憩うことのできる親⽔空間の創出を図ります。また、「道の駅伊⾖のへそ」は、伊⾖の
国市名産のいちごスイーツや静岡・伊⾖の特産野菜の販売、世界的⾃転⾞メーカーの
展⽰・試乗が楽しめる複合施設であることから、⺠間事業者にも参画を促し、アウト
ドア体験や飲⾷等ができる魅⼒ある⽔辺空間を創出し、観光・産業振興の創出を図り
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かわまちづくり整備予定地 


